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図 2 旭川地方気象台での日降水量の年最大値の年変化。1950~1980年に、他の
期間での値と比較すると極端に大きな 日降水量が4 回も記録さ れています。
































































界 （図 3 ) 付近を流れる新川の左岸堤
防が名古屋市西区あし原町地先で破堤
して、川の水が一 気に流れ出し、名古






















































































写真 2 小牧市大山地区の山崩れ災害 （ブルー のシー トで被われ
ていると ころ が崩れた斜面の外郭を示します。直下の崩
壊した家屋はすでに片付けられています）。
3 人のけが人が出てい ます。また、近く
の林地区でも幅約50m、長さ約400mに
わたって大規模な崩壊が発生しました
が、沢筋を流下した崩壊土砂はその麓
に生えていた竹林群と保安林により流
れの勢いが弱められ、住家の手前で停
止していました。このような樹林帯が
なければ住家を直撃して、被害は甚大
なものになっていたでし ょ う。
これは森林による土砂流出防止効果
の一 例ですが、ほとんどの場合、崩れ
た土砂は、高速で流下してきますので、
まず阻止することは不可能です。 また、
個々の斜面の崩壊を予測するこ とも難
しいので、崖の近くや山間地に住んで
いる人は、大雨時には早めに安全な場
所へ避難して自分の身を守るのが最良
の方法です。「自分だけは災害に遭わな
い」という過信は禁物です。やむを得
ず避難できなくて在宅する場合 は、土
砂が流れ込んでくる可能性が高い 1 階
は避けて、 2 階で過ごすなどのちょっ
としたエ夫が人的被害を軽減させます。
（問い合わせ先：防災総合研究部
森脇 寛） ゜
